
右上は故船井幸雄先生の似顔絵です。私は‘９４年に船井総研客員経営コンサル
タント養成学校で「船井流」を学びました。当時の先生は「波動」と「本物」という言葉
をよく使っておられました。「波動」では脳波に触れておられましたが、「α波」は「無」
になることをおっしゃっていると理解していました。「本物」は右下のように定義されて
いました。そして、なによりも「つくように生きる」とおっしゃっていました。
先生は「福の神様には後ろ髪がない」とチャンスをつかむコツがポイントと言って、
「つき」のない人の特長はリスクを疑って行動しない人が多いと逆説的におっしゃって
いました。そういう意味では、スクールが始まるとすぐに中身がないと批判の声が渦巻
き、講師の宮内先生の運営に疑問視する人が出ていました。宮内先生は「船井先生
はトラブったらお金を返せ」という主義だとおっしゃり、批判的な方には返金していた
ようで、３０名程いた同期生がアッと言う間に１０名ほどに減少しました。つまり、裁判
などの余計な時間を費やすよりもアッサリと返金で解決する主義のようでした。
しかし、今から思えば、現場指導の基本「売れる商品を売れる場所に山積み」はシ
ンプルなルールであり、「流行らない店は売れない商品が顔を利かしている」とおっ
しゃり定期的な商品の入れ替えをする凡事徹底を示し、「即時業績回復法」で売れ
ない商品を換金してスペースを空け,換金した資金で新商品を投入するとシンプルに
おっしゃっていました。これらはノウハウではなく実践によるドゥハウの世界なので、
受講生には理解し難い実践的な教えだったのです。
元に戻って「波動」と「本物」ですが、よい波動を発するには「ｇｉｖｅ＆ｇｉｖｅの精神」が

ポイントとおっしゃっていました。私たちは「ｇｉｖｅ＆ｔａｋｅ」なら納得できたのですが、 「ｇｉｖｅ＆ｇｉｖｅ」という教えに
拍子抜けした印象を受けたものです。確かに近視眼的には「ｇｉｖｅ＆ｔａｋｅ」という「その場限り」の損得勘定が正
しいように思えるのですが、昔から近江商人の「三方善し」という考えがあり、あの住友も昔は「浮利を追わず」と
家訓に記しているように「儲け」を優先するばかりではなかったのです。また、原価低減に厳しいトヨタでは
「１にユーザー、２にディーラー、３にメーカー」という家訓があり、この実践で、
同業他社は販売店を直営化しているが、トヨタは今も地元資本の経営を最優先
にして繁栄しています。これらを鑑みても「つくように生きる」には損得勘定では
ない超越した視座が必要なのです。
講師の宮内先生は「価値はお客様が決める」とおっしゃり、「至誠通天」のよう
にヒタスラ「誠」を尽くして「奉仕」することをおっしゃいましました。先生は商品は
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と公式化してＶ/Ｐ（価格分の価値）と口癖のようにおっしゃっていました。例えば
、当時、船井総研の指導は１日２５万円ほどと高いものでしたが、その指導で結
果を出す構図をつくって、例えば、業界特化してメーカーから卸そして販売店と
一気通貫したチーム体制で「売れる商品」の指導をしていましたが、私たちのよ
うな無名に近いコンサルタントは即時業績向上法をもっていても１日単価は半分
以下というＶ/Ｐとのことでした。
つまり、 「つくように生きる」は宮内先生の指導では、メインの即時業績向上法
の他に経験から提供できるサービスがポイントなのです。これを総合化と言って
いましたが、経営に関する諸問題に適切なアドバイスや専門技術の提供が出来
れば顧客満足度が高まるという教えでした。弊社はお陰様で長期契約のお客様
に恵まれて３０年経過して三男に事業承継が出来ました。

「つき」は誰しも望むものですが、
意外に「ちょっとの差」というケ
ースが多いのです。すなわち、
「福の神様」を逃さないことです。
「来る人来る人、皆、福の神様」
と元BMW販売店の故田中会長
は遊書に書いておられましたが
シンプルで素晴らしい「つくよう
に生きる」大きな視座です。色
んな方と出会うのですが、「福
の神様」と笑顔で
応対すると、神様も
自然と笑顔になりま
す。シンプルですが
意外に実践が
難しい点がある
のも事実です。
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ＭＭＱＣとは「もっと儲かる業務改善」で「業務改善は、人づくり、品質づくり」を実践する着実・前向き・具体的な活動です。

令和７年１２月１日（月）

本年も押し詰まって１２月になりました。酷暑日や
猛暑日に悩まされた夏やトランプ関税と試練の年
でしたが、皆さまは如何でしょうか。今回、船井流
の真髄「つくように生きる」をテーマにしました。皆
様の「つき」の原点は如何でしょうか。 栩野

シンプルな「ドゥハウ」
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ワンポイント・アドバイス

「つくように生きる」
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ニュース
今年の「つき」を棚卸してみましょう！192
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